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第１９３回組合会会議録 

 

 令和２年６月１５日千葉市中央区中央港１丁目１３番３号オークラ千葉ホテル３

階「エリーゼ」において第１９３回組合会を開催した。 

 

 

組合会の目的である事項 

 

 

報告第 １ 号  令和元年度退職等年金預託金管理経理及び経過的長期預託金管

理経理に係る運用状況について 

議案第 １ 号  令和元年度決算の認定について 

 
 

招集年月日   令和２年６月１５日 

議   長   岩  田  利  雄 

 

 

議員の定数は２０名であるが、出席した議員は、次のとおりである。 

市町村長である議員（５名） 

  ７番 岩 田 利 雄 

 １３番 相 川 勝 重 

 １５番 小 坂 泰 久 

 １７番 渡 辺 芳 邦 

１９番 太 田   洋 

 

市町村長以外の議員（９名） 

  ２番 松 本 孝 則 

４番 村 山 桂 一 

  ６番 関 口   明 

８番 須 藤 和 人 

１０番 岩 崎 利 浩 

 １４番 関 谷 昌 宏 

 １６番 伊 藤 成 司 

 １８番 須 賀   悟 

 ２０番 三 浦   進 

 

委任状を提出した議員は、次のとおりである。（６名） 

１番 星 野 順一郎 

  ３番 宮 本 泰 介 

  ５番 熊 谷 俊 人 

９番 内 田 悦 嗣 

１１番 井 崎 義 治 

１２番 林   一 美 

 

委任を受けた議員は、次のとおりである。（２名） 

 １９番 太 田   洋（委任者５名） 
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８番 須 藤 和 人（委任者１名） 

 

学識経験監事である佐藤晴邦は、この組合会に出席した。 

 
事務局から出席した職員は、次のとおりである。 

事 務 局 長 五 木 田  雅  之 

事務局次長兼出納長 多 田 芳 子 

事務局次長兼監査室長兼総務課長 布 施 幸 一 

福 祉 課 長 関  裕 行 

保 健 課 長 伊 藤 篤 史 

年 金 課 長 白 井 貴 弘 

経 理 課 長 篠 﨑 輝 明 

主 幹 兼 総 務 係 長 加 藤 麻 美 

施設長兼情報管理課長 工 藤  誠 

施設管理課長兼施設管理係長 福 井 計 成 

施設管理課付課長補佐 植 松 一 彦 

施設管理課付課長補佐 別 部 光 洋 

 

 

開 会 （時刻１３時００分） 

 

事務局長  事務局長の五木田でございます。開会にあたりまして、本日の定足数

を発表させていただきます。本日、ご出席をいただきました市町村長議

員５名、委任状を提出されました市町村長議員５名、合計１０名でござ

います。また、職員議員につきましては９名ご出席をいただいており、

委任状を提出されました職員議員は１名、合計１０名でございます。し

たがいまして、地方公務員等共済組合法施行令第１１条の規定によりま

す、定足数に達しておりますので、ただいまから議事日程に従いまし

て、第１９３回組合会を開催させていただきます。開会にあたりまして

議長からごあいさつを賜り、その後の進行につきましても、よろしくお

願いいたします。 

 

議  長  こんにちは。組合会の開会にあたりまして、ごあいさつを申し上げま

す。本日ここに第１９３回組合会を開催いたしましたところ、議員各位

におかれましては、公務ご多忙の中、ご出席を賜り、誠にありがとうご

ざいます。また、平素から共済組合の事業運営につきまして、特段のご

理解とご協力を賜り、重ねて御礼を申し上げる次第でございます。 

   さて、ご存じのとおり、世界的規模で新型コロナウイルス感染症の拡

大が危惧される中にあって、当県も特定警戒都道府県に指定されるな

ど、各自治体において公務に携わる組合会議員の皆さまには、大変なご

苦労があるものと推察いたしますとともに、この間のご尽力に心から敬

意を表する次第でございます。当組合におきましても、各種事業に多大

な影響が生じているものでございますが、共済組合の持てる機能を最大
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限発揮し、組合員の皆さまの日々の生活の安定と福祉の向上及び健康の

維持増進のため、引き続き取り組んでまいる所存でございます。 

さて、共済制度を取り巻く情勢につきまして、若干触れさせていただ

きます。まず、年金制度におきましては、年金制度の機能強化のため国

民年金法等の一部を改正する法案が成立し、長期化する高齢期の経済基

盤の充実を図るため、短時間労働者に対する被用者年金制度の適用拡

大、在職中の年金受給の見直し、受給開始時期の選択肢の拡大、確定拠

出年金の加入可能要件の見直し等の措置を講ずることとなりました。 

次に、医療保険制度関係でございますけれども、共済組合を含む医療

保険者に健康寿命の延伸、医療費適正化を図るためデータヘルスの推進

など、保険者機能の発揮が引き続き求められているところでございま

す。その中で特定健康診査、特定保健指導や予防、健康づくりの取り組

みに対し、インセンティブ重視の仕組みが導入されたため、当組合にお

いてもこれらに対応すべく、本年度からＩＣＴを活用した特定保健指導

を実施するものでございます。後期高齢者支援金については、短期財政

に大きな影響を及ぼすことから、課題の分析や優先する重点項目を明確

にして対応することが重要であるところでございます。このように共済

組合を取り巻く情勢は厳しいものがございますが、組合員とその家族の

ために、共済制度の維持、発展に努めてまいる所存でございますので、

引き続きご支援を賜りますようお願いを申し上げます。 

   さて、本日ご審議をいただきます主な案件は、令和元年度決算の認定

についてでございます。令和元年度の決算につきましては、宿泊経理に

おきまして、昨年の房総半島台風や集中豪雨、さらには今年の始めに発

生いたしました新型コロナウイルス感染症の影響により、キャンセルが

相次いだため、施設収入が減少したものでございますけれども、その他

の経理につきましては、各事業とも概ね順調に推移したものでございま

す。このことは組合員の皆さまはもとより、議員各位のご理解とご協力

の賜物と、深く感謝を申し上げる次第でございます。なお、本日の附議

案件につきましては、逐次、事務局から説明をいたしますが、慎重にご

審議を賜りますようお願いを申し上げまして、開会のあいさつとさせて

いただきます。 

 

議  長  それでは議事に入ります。議事日程の決定を議題といたします。お諮 

りをいたします。議事日程は本日 1 日といたしたいと存じます。これに

ご異議ございませんか。 

 

〔 「異議なし」の声あり 〕 

 

議  長  ご異議なしと認め、本日の会議を１日と決定をいたします。 

 

議  長  次に、会議録署名議員の選挙について、お諮りをいたします。会議録署

名議員の選挙は、議長において指名することで、ご異議ございませんか。 

 

〔 「異議なし」の声あり 〕 

 

議  長  ご異議ないものと認め、会議録署名議員に長側１３番、相川勝重議員、
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職員側２０番、三浦進議員の両名を指名いたします。 

 

議  長  議案の提案の前に、報告事項が１件ございます。報告第１号「令和元年

度退職等年金預託金管理経理及び経過的長期預託金管理経理に係る運用

状況について」事務局から報告を求めます。布施総務課長。 

 

総務課長  はい。 

 

議  長  はい、総務課長。 

 

総務課長  報告第１号「令和元年度退職等年金預託金管理経理及び経過的長期預

託金管理経理に係る運用状況について」ご報告をさせていただきます。

報告第１号をご覧ください。表紙をおめくりいただきまして、預託金の

運用状況(退職等年金預託金管理経理)をご覧ください。こちらは全国市

町村職員共済組合連合会が定めた様式に基づきまして、令和元年度の退

職等年金預託金管理経理に関わる運用状況をまとめたものでございます。

従前の取り扱いでは、組合員の貸付事業は、経過的長期預託金管理経理

からの借入金を財源とするものとされておりましたが、総務省の定める

貸付規則（準則）の改正により、平成３０年度から全国市町村職員共済組

合連合会の退職等年金経理の余裕金の預託を受け、これを財源とするも

のと変更され、このことにより設置された経理でございます。 

   まず左側の表をご覧ください。令和元年度の資産区分、年度末の時価

総額、構成割合、修正総合利回りを示した表でございます。金額の単位に

つきましては１００万円でございます。それでは資産区分をご覧くださ

い。資産区分の貸付金でございますが、こちらは貸付経理への貸付けの

みを行っておりまして、時価総額は６８億４，５００万円、構成割合につ

きましては７３．３パーセントとなるものでございます。次に、短期資産

運用でございます。こちらは全て普通預金でございまして、２４億８，９

００万円、構成割合は２６．７パーセントとなっております。下の段の時

価総額の合計は、９３億３，５００万円、修正総合利回りにつきましては

０．９７パーセントとなったものでございます。また、右側の円グラフに

つきましては、令和元年度末の時価総額をグラフ化したものでございま

す。続きまして、２ページをご覧ください。こちらにつきましては、これ

までの貸付事業の財源の借入先でありました、経過的長期預託金管理経

理の預託金の運用状況でございます。この経理は、退職等年金預託金管

理経理からの借入金のみを財源として、貸付事業の円滑な運営ができる

ようになるまでの間、こちらの経理から借入金を財源とすることができ

るものとされたものです。令和元年度の運用状況についてご報告をさせ

ていただきます。資産区分をご覧ください。資産区分の国内債券の縁故

地方債貸付金については、実績がございませんでしたので、「０」となっ

ております。次に貸付金及び短期資産運用でございます。貸付事業の財

源については、令和元年度途中で退職等年金預託金管理経理に移行され

たため、実績がなかったため、やはり「０」となっております。よって、

合計の欄でございますが、年度末の時価総額及び構成割合の合計は、い

ずれも「０」となったものでございます。修正総合利回りにつきましては、

令和元年７月まで、この経理から貸付経理への貸付金が残っておりまし
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た。それまでの貸付金に対しまして年利１パーセントの利息が生じてお

りましたので、貸付金に対する修正総合利回りが１パーセント、この経

理が稼働しておりました令和元年７月までの貸付金及び短期資産である

普通預金の利回りといたしまして、０．６８パーセントの修正総合利回

りとなったものでございます。また、退職等年金預託金管理経理にござ

いました、右側の円グラフにつきましては、年度末の時価総額が「０」の

ため空欄となっているものであります。今後、この経過的長期預託金管

理経理は、地方公共団体が行政目的のため発行する債券の私募引き受け

である縁故地方債の引受けのみを行うものとなるものです。なお、両経

理の運用状況の公表につきましては、毎年７月第１営業日に公表するこ

ととされており、今年度につきましては、７月１日に当組合のホームペ

ージに公表する予定でございます。報告第１号につきましては以上でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長  ただいま「令和元年度退職等年金預託金管理経理及び経過的長期預託

金管理経理に係る運用状況について」の報告がありました。ご質疑等ご

ざいましたらお願いをいたします。ございませんか。 

 

〔 「なし」の声あり 〕 

 

議  長  以上で報告第１号「令和元年度退職等年金預託金管理経理及び経過的

長期預託金管理経理に係る運用状況について」の報告を終結いたします。 

 

議  長  これより議案の上程を行います。議案第１号「令和元年度決算の認定

について」を議題といたします。事務局から説明を求めます。篠﨑経理課

長。 

 

経理課長  はい。 

 

議  長  はい、経理課長。 

 

経理課長  経理課長の篠﨑でございます。それでは、議案第１号を上程させてい

ただきます。議案第１号をご覧ください。「令和元年度決算の認定につい

て」、令和元年度決算について、別冊のように認定を求めるものでござい

ます。１枚おめくりいただきますと、令和元年度の決算書となっており

ますが、こちらの決算書につきましては、法に定められました様式に基

づきまして作成をいたしたものでございます。本日の説明につきまして

は、この決算書に基づきまして作成をしました「令和元年度決算の概況

について」を添付させていただいておりますので、こちらを用いまして

ご説明をさせていただきます。 

まず、１ページの１、地方公共団体の数、組合員等の数及び標準報酬の

月額等でございます。（１）の団体数は平成３０年度末と同数の１０１団

体で変更はございませんでした。（２）の組合員等の人数は、組合員と任

意継続組合員の合計で、５万５，９２３人となりまして、平成３０年度末

と比較しますと３６６人の増加となりました。この内訳でございますが、

現職の組合員数は、４９２人の増加となりまして、主に臨時職員として
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組合員資格取得を行ったことによるものでございます。一方、任意継続

組合員は、引き続き短時間労働者に対する被用者保険の適用拡大の影響

により、１２６人の減少となったものでございます。被扶養者の人数は、

４万４，４５６人となりまして、前年度末と比較しますと、５４７人の減

少となりました。第３号厚生年金被保険者の人数は５万４，９６４人と

なりまして、前年度末と比較しますと４８１人の増加となりました。次

に（３）の標準報酬の月額等でございます。こちらの表では、長期と短期

の金額を掲げてございますが、掛金の対象となる最高限度額が長期と短

期で異なっておりますので、本日は短期の額でご説明させていただきま

す。①組合員でございますが、標準報酬の月額は組合員の方の総額とな

りますが、令和元年度末で２２５億７，６３７万４，０００円となりまし

て、前年度末と比較しますと３億３，６４８万４，０００円の増加で、増

加率は１．５１パーセントとなっております。また、平均標準報酬の月額

では４１万４１２円となりまして、前年度末と比較しますと２，４７５

円の増加でございました。標準期末手当等の額の年度累計額は、８６５

億２，８０２万７，０００円となりまして、前年度末と比較しますと１１

億３０６万２，０００円の増加で、増加率は１．２９パーセントとなって

おります。②の任意継続組合員では、標準報酬の月額は３億４，８３９万

４，０００円となりまして、前年度末と比較しますと５，２２９万６，０

００円の減少となっております。また、平均標準報酬の月額は３８万２，

４３０円でございました。③の第３号厚生年金被保険者では、標準報酬

の月額は２２０億７，５４１万４，０００円、平均標準報酬の月額は４０

万１，６３４円、標準期末手当等の額の年度累計額は８５９億６，３１１

万７，０００円でございました。 

次に２の短期経理でございます。(１)の財源率につきましては、掛金・

負担金率合計で標準報酬の月額及び標準期末手当等の額に対する率とな

ります。短期財源率は、令和元年度では前年度より１．２パーミル引下げ

て８４パーミル、また介護財源率は、前年度より０．９４パーミル引上げ

て１４．１６パーミルでございました。②の調整負担金は、全国市町村職

員共済組合連合会が行っております特別財政調整事業の負担金でござい

ますが、標準報酬の月額及び標準期末手当等の額に対しまして、前年度

据置きの０.２パーミルでございました。また、同様に連合会の事業であ

ります育児・介護休業手当金に係る共同事業の負担金である公的負担金

は、前年度より０.０３パーミル引上げまして、０.０８パーミルでござ

いました。 続きまして、２ページをご覧ください。(２)の一部負担金払

戻金等の基礎控除額につきましては、標準報酬の月額が５３万円以上で

は５万円、５３万円未満では２万５，０００円で、前年度と変更はないも

のでございます。(３)の収支でございます。収入につきまして、短期の負

担金・掛金合計では上から４行目になりますが、２９７億４，３７８万２，

４７６円となりまして短期財源率の引下げに伴い、前年度と比較して約

１億４，０００万円減少したものでございます。介護の負担金・掛金合計

では、収入の上から８行目になりますが３２億７，６１４万３，２２３円

となりまして、介護財源率の引上げに伴い、前年度と比較して約２億円

増加したものでございます。また、連合会から交付されました交付金の

総額は２０億３，９１８万４，０６９円、以下合計をしまして、３７５億

３４２万２，７２１円となったものでございます。前年度と比較します
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と、１億１，１６１万７，５８２円増加したものでございます。一方、支

出につきましては法定給付を中心としました給付金等の合計が、支出の

上から４行目になりますが１５２億４４９万８，９９３円、前期高齢者

納付金、以下のいわゆる特定保険料の合計は１３５億６，３２７万７，８

００円で、この額は掛金・負担金収入の約４５.６パーセントとなってお

ります。連合会払込金及び連合会拠出金の合計が、２７億８，８８５万９，

２５２円、介護納付金が３３億１，３８６万５，７８９円、以下合計をい

たしまして３７１億１，３８８万２，４８８円となったものでございま

す。前年度と比較しますと、主に育児介護休業手当金等に係る連合会拠

出金の増加に伴い５億１，８４０万９，０３４円増加したものでござい

ます。収支差引きいたしますと３億８，９５４万２３３円の当期利益金

が生じました。内訳は、短期では４億２，７２６万１，３７１円の当期短

期利益金、また、介護では３，７７２万１，１３８円の当期介護損失金が

生じたところでございます。次に(４)の剰余金をご覧ください。まず、欠

損金補てん積立金は、法定額満額の１３億５，７９０万５，１７８円を積

み立て、法定額が減少した関係で、所要額を超える１，６１６万１，８２

０円を取り崩して短期積立金へ積み増しをしたものでございます。また、

短期積立金は、収支差引きで生じました短期利益金と、先程の欠損金補

てん積立金からの積み増し額を合わせまして４億４，３４２万３，１９

１円を積み増しした結果、翌年度に繰り越す短期積立金は３５億２，２

１８万１，６３３円となったものでございます。次に、介護積立金は、収

支差引きで生じました介護損失金３，７７２万１，１３８円は前年度よ

り繰り越ししました介護積立金全額を取り崩しても不足が生じるため、

翌年度に繰り越す介護欠損金は６４２万８，９０５円となったものでご

ざいます。 

次に３ページをご覧ください。３の厚生年金保険経理でございます。 

(１)の財源率の①、組合員保険料・負担金率合計は、標準報酬の月額及び

標準期末手当等の額に対しまして、前年度据置きの１８３パーミルでご

ざいました。②の基礎年金拠出金は、標準報酬の月額及び標準期末手当

等の額に対しまして、前年度より０.７パーミル引上げの３９.７パーミ

ルでございました。 ③の追加費用につきましては、標準報酬に対する率

で、前年度より２.４パーミル引下げの１５.４パーミルでございました。

(２)の収支でございますが、収入は、負担金・組合員保険料を合計しまし

て８０６億７，９４４万２，８５０円となったものでございます。 また、

支出は連合会へ払込金として、収入額と同額を払い込んだものでござい

ます。 

次に４の退職等年金経理でございます。 (１)の財源率、掛金・負担金

率合計は、標準報酬の月額及び標準期末手当等の額に対しまして、前年

度据置きの１５パーミルでございます。(２)の収支でございますが、収

入は負担金・掛金を合計しまして５１億４，３２３万７，０５３円となっ

たものでございます。また、支出は連合会へ払込金として、収入額と同額

を払い込んだものでございます。 

次に、５の経過的長期経理でございます。 (１)の財源率の①負担金率

は、標準報酬の月額及び標準期末手当等の額に対しまして、前年度より

０.００６３パーミル引上げまして０.１０９８パーミルでございました。

続きまして、４ページをご覧ください。②の追加費用につきましては、標
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準報酬に対する率となっておりまして、前年度より０.７パーミル引下げ

まして、１.２パーミルでございました。(２)の収支でございますが、収

入は、負担金で３億７，２９７万９，５４３円となったものでございます。

また、支出は、連合会へ払込金として収入額と同額を払い込んだもので

ございます。 

次に６の退職等年金預託金管理経理でございます。平成３０年度から

貸付事業の財源を、経過的長期預託金管理経理から段階的に退職等年金

預託金管理経理へ移管しておりましたが、令和元年７月に全額資金の移

管が完了したものでございます。(１)運用状況につきましては、令和元

年度末では、長期貸付金としまして、貸付経理への貸付金が６８億４，５

３１万９，０００円、その他資産は、２４億８，９４２万１，６２８円と

なりまして、合計で９３億３，４７４万６２８円を運用いたしたところ

でございます。(２)の取引金融機関の信用リスクでございますが、預託

元の連合会におきまして、構成組合の取引金融機関の選定等に関する基

準を設けておりまして、その中で「取引先の金融機関の格付けについて

は、格付機関から取得している長期格付けの過半数が、ＢＢＢ格又はＢ

ＢＢ格に相当する格付け以上であること」と定められております。これ

に基づきまして、退職等年金預託金管理経理の当組合が取引きをしてお

ります千葉銀行の信用リスクについて、令和元年度末現在の確認を行っ

たものでございます。格付けは表に掲げてございます格付機関になりま

すが、Ｒ＆ＩでＡＡマイナス、ムーディーズでＡ１、Ｓ＆ＰでシングルＡ

でございました。この格付け内容は、昨年度末と同じで、全て連合会の示

す格付けＢＢＢ格以上となっているものでございます。(３)の収支でご

ざいますが、収入は、運用によります利息及び配当金が６，９３２万１，

７３８円となったものでございます。支出は、収入額と同額を支払利息

として連合会に払い込んだものでございます。 

次に７の経過的長期預託金管理経理でございます。 (１)運用状況につ

きましては、長期貸付金としまして、貸付経理への貸付を行っておりま

したが、先程の退職等年金預託金管理経理へ全額資金を移管したため、

令和元年度末では、０円となったところでございます。(２)の取引金融

機関の信用リスクでございますが、先程、退職等年金預託金管理経理の

中でご説明いたしましたものと同様でございますので、省略をさせてい

ただきます。続きまして５ページをご覧ください。(３)の収支でござい

ますが、収入は、移管前までの運用によります利息及び配当金が５５３

万７，６９２円となったものでございます。支出は、収入額と同額を支払

利息として連合会に払い込んだものでございます。 

次に８の業務経理でございます。(１)の事務費は、全て組合員１人当

たりの年額でございます。①の短期・厚生年金保険及び経過的長期給付

分につきまして、アの事務費負担金は構成団体にご負担していただくも

のでございますが、組合員１人当たり短期分として６，３６０円、長期分

として５，０７６円の合計で１万１，４３６円を事務費としてご負担し

ていただいたところでございます。イの事務費は、組合員１人当たりと

しまして、短期部分の公的負担金６，３６０円、短期経理より繰入は２，

２２０円で、こちらは定款上で定められた額となります。次に、連合会交

付金が４，２２７円、その他が８６２円、合計で１万３，６６９円を事務

に要する費用とさせていただいたところでございます。なお、令和元年
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度におきましても、事業計画どおり短期経理からの繰入れは行いません

でしたので、実際の事務費は１万１，４４９円となったものでございま

す。②の退職等年金給付の事務費につきましては、組合員１人当たり５

２８円で、全額連合会交付金として交付されるものでございます。 (２)

の収支でございますが、収入につきましては構成団体からの負担金とし

て６億３，００６万１，６８４円、連合会からの交付金２億６，１７１万

２，２３３円、短期経理より繰入れは先程申し上げましたように行いま

せんでしたので、以下合計をしまして９億９０１万９，０６５円となっ

たものでございます。支出につきましては、職員給与が２億５，３０９万

１，１６７円、委託費が８，２１９万６５２円、連合会分担金が５，４３

１万６，６４８円、事務費負担金払込金が２億７，９６６万１１８円、以

下合計をしまして９億５，６４７万８，４６３円となったものでござい

ます。収支差し引きいたしますと、４，７４５万９，３９８円の当期損失

金が生じましたので、(３)の剰余金をご覧ください。生じました損失金

は全額積立金から取り崩しをいたしました結果、翌年度へ繰り越します

積立金は１２億８，８８０万９，７４４円となったものでございます。 

次に９の保健経理でございます。(１)の財源率につきまして、①の掛

金・負担金率合計は、標準報酬の月額及び標準期末手当等の額に対しま

して前年度据置きの４.４パーミルでございました。②の特定健康診査等

に係る負担金は、組合員１人当たり２４７円をご負担いただいたところ

でございます。続きまして６ページをご覧ください。(２)の収支でござ

いますが、収入につきましては負担金が７億８，１０３万９，８７４円、

掛金が７億６，７３６万５，７９８円、以下合計をしまして１５億５，３

７３万６，７６０円となったものでございます。支出につきましては、保

健事業の中心となっております厚生費が９億８，３３７万８６８円、下

から４行目になりますが、他経理へ繰入の計が２億８０４万９，１５０

円、以下合計をしまして１３億８，３２８万６，７６９円となったもので

ございます。なお、他経理への繰入につきましては保健経理第２の１万

９，４００円、保健経理第３の３，４００万円、宿泊経理の１億７，４０

２万９，７５０円となりますが、全て事業計画のとおり繰入れを行った

ものでございます。収支差し引きいたしますと１億７，０４４万９，９９

１円の当期利益金が生じましたので、(３)剰余金をご覧ください。生じ

ました利益金は全額積立金に積み増しをいたしました結果、翌年度へ繰

り越す積立金は、２１億５，８３５万２，４４４円となったものでござい

ます。 

次に、１０の保健経理第２でございます。営業日数は当初予算どおり平

成３１年４月１２日から令和元年１１月２５日までの間で、２１９日の

営業をいたしたところでございます。宿泊人数は前年度より２２０人減

少の７，４７１人、利用率にして５８.５５パーセントでございました。

(２)の収支状況でございますが、収入につきましては施設収入８，８５

７万２，０７１円、以下合計をしまして１億７９４万８，８５２円となっ

たものでございます。支出につきましては上から３行目の委託費６，１

２４万８，１３７円を中心にして、以下合計をしまして１億５，２０７万

２，３３５円となったものでございます。収支差し引きいたしますと４，

４１２万３，４８３円の当期損失金が生じましたので、７ページ(３)の

剰余金をご覧ください。生じました損失金は全額欠損金補てん積立金か
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ら取り崩しをいたしました結果、翌年度へ繰り越す欠損金補てん積立金

は４億７，４９５万２，５１９円となったものでございます。 

次に１１の保健経理第３でございます。①の営業日数はホテルの通年

営業に併せて３６６日でございました。②の温浴施設の利用状況は組合

員１万１，４９８人、一般１万７，９０９人となりまして、合計では前年

度より８７８人増加の２万９，４０７人のご利用をいただいたところで

ございます。(２)の収支につきましては、収入では施設収入９１９万６，

４７０円、保健経理より繰入が３，４００万円、以下合計をいたしまして

４，６７５万９，７５８円となったものでございます。支出では、委託費

が７７７万６，０００円を中心に、以下合計をいたしまして４，０２４万

６，６１７円となったものでございます。収支差し引きいたしますと６

５１万３，１４１円の当期利益金が生じましたので、(３)剰余金をご覧

ください。生じました利益金は、欠損金補てん積立金に全額積み増しを

いたしました結果、翌年度へ繰り越す欠損金補てん積立金は５，７２７

万２，２６２円となったものでございます。 

次に１２の宿泊経理でございます。最初に(１)のオークラ千葉ホテル

でございますが、宿泊定員は８４室、１３６人で前年度と変更は無いも

のでございます。営業日数は、通年営業の３６６日でございます。利用状

況につきましては、宿泊利用者が３万３，８２０人、利用率は６７.９パ

ーセントでございました。婚礼は１２８組で、ご利用者は６，６３８人で

ございました。以下、会議、宴会、レストラン等のご利用者を合計いたし

ますと、前年度より３万５，１７５人減少の２０万７，９９４人のご利用

をいただいたところでございます。続きまして８ページをご覧ください。

②の収支でございますが、収入では施設収入１１億７，５１０万２，５１

４円、以下合計をしまして１４億９，２４５万３，４００円となったもの

でございます。支出では、４行目の委託費７億７，３７３万４，４６５円

を中心として、以下合計をしまして１５億９，７１９万８，４１３円とな

ったものでございます。収支差し引きいたしますと１億４７４万５，０

１３円の当期損失金が生じましたので、③の剰余金をご覧ください。生

じました損失金は欠損金補てん積立金を取り崩して補てんをいたしまし

た結果、翌年度へ繰り越す欠損金補てん積立金は１８億５，５６９万８，

６８２円となったものでございます。 (２)の黒潮荘でございます。①イ

の営業日数は、３５４日でございました。ウの利用状況につきましては、

宿泊者数１万２，７５２人、以下、宴会、会議を合計しまして、前年度よ

り３，００５人減少の１万２，８９１人のご利用をいただいたところで

ございます。また、宿泊利用率は３９.６パーセントでございました。②

の収支につきましては、収入では施設収入１億６，２３０万４０６６円、

保健経理より繰入２，４００万円、以下合計をしまして２億２９万８，６

９５円となったものでございます。支出では４行目の委託費８，０２５

万１９８円を中心として、以下合計をいたしまして２億６，４０１万７，

５７６円となったものでございます。収支差し引きいたしますと６，３

７１万８，８８１円の当期損失金が生じましたので、９ページ③の剰余

金をご覧ください。生じました損失金は欠損金補てん積立金を取り崩し

て補てんをいたしました結果、翌年度へ繰り越す欠損金補てん積立金は

６億６，３０５万６，３３５円となったものでございます。 

次に１３の貯金経理でございます。支払利率は前年度と同率の２.１パ
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ーセントでございました。貯金者数は、前年度より２７９人増加の４万

５，０２８人となりまして、加入率は８０.５２パーセントでございまし

た。また、貯金総額は前年度より約８８億円増加の３，２７７億８，２６

６万７，２４０円となったものでございます。(２)の長期貸付金につき

ましては、剰余金の一部を物資経理へ貸付を行っております。貸付利率

は、貯金の支払利率と同率の年２.１パーセント、年度末の貸付残高は１

８億３，００６万円でございました。(３)の収支につきまして、収入で

は、お預かりしました資金を有価証券等で安全有利に運用をいたしまし

た結果、利息及び配当金が６９億８，１５４万６，６８５円、有価証券売

却益が１億８，９８１万２，２００円となりまして、以下合計をいたしま

して７１億８，２３６万９，９５４円となったものでございます。支出で

は、貯金の利息としてお支払いしました、上から４行目の支払利息６５

億４，２５７万９３４円を中心としまして、以下合計しますと６６億１，

６１３万３，８１０円となったものでございます。収支差し引きいたし

ますと５億６，６２３万６，１４４円の当期利益金が生じましたので、

(４)の剰余金をご覧ください。まず、欠損金補てん積立金につきまして

は、法定額が増加した関係で、収支差し引きで生じました利益金のうち

４億４，１８９万１，３４７円を充当いたしまして、法定額満額の１６３

億８，９１３万３，３６２円を積み立てたものでございます。また、積立

金につきましては、残りの利益金１億２，４３４万４，７９７円を積み増

しした結果、翌年度に繰り越す積立金は４２０億５，１６６万８，５０３

円となったものでございます。また、平均運用利回りは１.９０パーセン

トでございました。 

次に、１４の貸付経理でございます。(１)の貸付の状況等につきまし

ては、①の貸付条件は貸付の準則どおりでございます。②の新規貸付件

数は４４９件、年度末の貸付総件数は５，７２７件でございました。③の

新規の貸付金額は７億２，５２１万８，９９４円、貸付金総額は年度末で

９３億４，７２４万３，０７２円となりまして、前年度と比較して約１６

億円減少したものでございます。④の長期借入金は、年度末で退職等年

金預託金管理経理から６８億４，５３１万９，０００円を借り入れてい

るものでございます。続きまして１０ページをご覧ください。(２)の収

支につきましては、収入では貸付金に対する組合員貸付金利息としまし

て１億２，２８８万１，７８２円、以下合計をいたしまして１億２，５４

２万５，６２２円となったものでございます。支出では、上から４行目の

退職等年金預託金管理経理及び経過的長期預託金管理経理からの借入金

に対します支払利息７，４８５万４，３４２円を中心にして、以下合計を

いたしまして１億２，７２１万７，６５３円となったものでございます。

収支差し引きいたしますと１７９万２，０３１円の当期損失金が生じま

したので、(３)の剰余金をご覧ください。生じました損失金は全額欠損

金補てん積立金から取り崩しをいたしました結果、翌年度へ繰り越す欠

損金補てん積立金は２５億１，７３１万４２４円となったものでござい

ます。なお、この欠損金補てん積立金の額は、貸付金総額の２６.９３パ

ーセントに当たっております。 

１５の物資経理でございます。(１)の自動車物資等の割賦販売による

売掛金は、令和元年度末の残高が２０億９，０５３万５，３９４円となり

まして、前年度より約１億９，０００万円減少しております。(２)の新規
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商品売掛金は４億３，３６６万９，３１１円で、販売台数は２１１台とな

りまして、前年度より３３台減少しております。また(３)の長期借入金

は、貯金経理から１８億３，００６万円を借り入れているものでござい

ます。(４)の収支につきましては、収入では商品売上４億２，７１５万

１，４７９円、商品販売益５，３０７万７，５８６円、以下合計をいたし

まして５億２，９０２万５４１円となったものでございます。支出では、

２行目の商品仕入が商品売上と同額の４億２，７１５万１，４７９円、ま

た、貯金経理への借入金に対する支払利息として４，１７４万４，８１４

円、以下合計をいたしまして５億２，８６０万９，５８９円となったもの

でございます。収支差し引きしますと４１万９５２円の当期利益金が生

じましたので、(５)の剰余金をご覧ください。生じました利益金は全額

欠損金補てん積立金に積み増しをいたしました結果、翌年度へ繰り越す

欠損金補てん積立金は１億９，４０６万１，５９０円となったものでご

ざいます。なお、この欠損金補てん積立金の額は長期借入金の１０.６パ

ーセントに当たるものでございます。 

続きまして１１ページをご覧ください。次に１６の財形経理でござい

ます。(１)貸付の状況等につきまして、①の貸付条件は記載のとおりで

ございます。②の新規貸付はございませんでした。年度末の貸付総件数

は４件でございました。③の貸付金総額は、年度末で４，２５１万９６４

円となりました。④の長期借入金は、連合会から４，２５１万９６４円を

借り入れているものでございます。(２)の収支につきましては、収入で

は貸付金に対する財形貸付金利息としまして２５万４，８５４円、支出

では、借入金に対する支払利息として、収入の財形貸付金利息と同額を

連合会へ払い込んだものでございます。収支差し引きしますと０円とな

りましたので（３）の剰余金をご覧ください。積立金は前年度から繰り越

しした７，２０７円を全額、翌年度へ繰り越すものでございます。 

以上で、議案第１号の説明とさせていただきます。よろしくお願いいた

します。 

 

議  長  ただいま、議案第１号の説明がなされたところでございますが、質疑

をいただく前に、監査の結果について、監事より報告を求めます。 佐藤

学識経験監事。 

 

学識経験監事  はい。 

 

議  長  はい、佐藤監事。 

 

学識経験監事  はい。それではお手元の監査報告書に基づきまして、報告をさせてい

ただきます。監査報告書。１、監査年月日。令和２年６月１２日。２、監

査の対象となった期間。平成３１年４月１日から令和２年３月３１日ま

で。３、監査事項。組合の業務及び財産の状況について。４、監査の結果

の概況及び意見。組合の業務は法令の定めるところにより適正に執行さ

れ、会計経理についても正確に処理され、証拠書類についても良好に整

理されていることが認められました。なお、意見として、新型コロナウイ

ルス感染症対策に留意しつつ、宿泊経理における施設収入の増加並びに

組合員の福祉の向上に向けて、なお一層の努力を求めるものです。貯金
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経理については、中長期的な運用利回りを見通して今後の支払利率を引

き続き検討してください。５、出納職員に対して直接注意した事項。な

し。６、その他必要な事項。なし。地方公務員等共済組合法第１２条第３

項及び千葉県市町村職員共済組合定款第４６条の規定に基づき、監査し

た結果を同定款第４９条の規定により上記のとおり報告します。令和２

年６月１５日。監事、相川勝重。監事、関口明。監事、佐藤晴邦。以上で

ございます。 

 

議  長  以上で、監査報告を終了し、これより質疑をお受けしたいと存じます。

議案に対する、質疑はございませんか。 

 

須藤議員  はい。 

 

議  長  はい、須藤議員。 

 

須藤議員  はい。議席８番の市原市の須藤です。通告に基づきまして発言をいた

します。始めに、決算書の報告５ページの短期負担金、１４６億４，７４

５万３，１８０円とその下の４の、納入状況の短期の収入済額、さらに短

期の４２ページの短期負担金の金額が違うのはなぜなのか教えていただ

きたい。二つ目は、同じく報告の５ページで短期の掛金と介護の掛金が

納入状況と比較すると、短期で９万４，９２０円、介護で１万５，９９９

円の違いが生じています。徴収率が９９．９９パーセントの関係だと思

いますが、本来の給与の天引きで１００パーセント納入ではないのでし

ょうか。その理由を教えてください。三つ目は、短期報告の４２ページの

当期利益金が約４億２，７００万円計上されていますが、短期の財源率

を下げたにもかかわらず、利益金が生じたこの要因は何か教えてくださ

い。四つ目は、短期の４４ページの未収金明細表に、標準報酬月額掛金９

万４，９２０円、標準報酬月額介護掛金１万５，９９９円、さらに保健の

６７ページにも標準報酬月額４，９７２円の未収金があります。先ほど

も話したように本来給与の天引きのはずですから、未収金は出ないので

はないでしょうか。その理由を教えてください。最後に貸付経理で、決算

書の１１５ページに仮受金３１万３，１９７円とあり、適用のところに

貸付債権保全事業に係る返還金外とありますが、報告３５ページの収入

で受けなくていいのでしょうか。また、現在の負債額はどのくらいある

のか、その負債に対する回収の取り組みを教えていただきたい。以上で

す。 

 

保健課長  はい。 

 

議  長  はい、伊藤課長。 

 

保健課長  はい。それではまず短期経理のご質問について、お答えを申し上げま

す。まず、１つ目の決算報告書上の短期負担金の額と損益計算書上の短

期負担金の額の相違についてでございます。報告５ページの短期負担金

をご覧いただきますと、そのすぐ下に公的負担金がございますが、損益

計算書上の短期負担金につきましては、短期負担金と公的負担金を合わ
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せた額となっております。この決算報告書につきましては、連合会から

示された書式に則って作成をしているところでございます。公的負担金

につきましては、長期組合員等の負担金率のことで、一般組合員の負担

金率とは異なるため、決算報告書上は分けて表記をさせていただいてお

ります。一方、損益計算書につきましては、施行規程に則った書式となっ

ており、公的負担金を含んだ金額で短期負担金を掲載させていただいて

いるものでございます。なお、報告５ページの下のほうにあります、納入

状況、負担金の短期の収入済額についてでございますが、いま申し上げ

ました短期負担金、公的負担金に加えまして調整負担金、こちらの額を

合計した額で表記させていただいているものでございます。 

保健課長  次に、２つ目のご質問である掛金徴収率９９．９９パーセントの理由

と４つ目のご質問である未収金の発生理由については、双方関連してお

りますので、併せてお答えいたします。これらの理由につきましては、療

養休暇で休職期間が長期となり、無給となった組合員の掛金について、

給与からの控除を行うことができず、所属所が徴収困難となっている事

象が発生したためです。これは、短期経理のみならず、保健経理でも同様

の事象となっております。当該事例については、所属所から掛金の徴収・

納付が困難である報告を受けた後、当組合から当該組合員へ直接、掛金

の納付依頼を行っておりますが、なお納付が行われない者について未収

金が発生することとなり、掛金徴収率が１００パーセントとならない結

果となっているものです。当組合といたしましては、今後も引き続き当

該組合員に対し、掛金の納付依頼を行って参るとともに、各所属所の共

済事務担当の方々にも、組合員の皆さまへ掛金納付の重要性の周知を引

き続きお願いして参りたいと考えております。 

保健課長  続きまして、３つ目のご質問でございます。短期財源率の引下げにも

関わらず、令和元年度は当期利益金が生じた理由でございます。収入面

においては、ご案内のとおり、令和元年度は短期財源率の引下げを行い

ましたが、組合員数の増加や給与改定等により、標準報酬の月額、標準期

末手当等の累計額が増加したことに伴い、掛金・負担金収入の減少幅が

抑えられたものです。次に、支出面においては、主に保健給付や前期高齢

者納付金が前年度と比較して減少となったもので、特に、前期高齢者納

付金につきましては、過年度精算金による減額調整により、前年度と比

較して約７億７，０００万円と大幅に減少する結果となったものです。

この様な収支結果が要因となりまして、当期短期利益金が生じたものと

考えているところでございます。短期経理については以上でございます。 

 

福祉課長  はい。 

 

議  長  はい、関課長。 

 

福祉課長  はい。貸付経理についてお答えいたします。１１５ページの仮受金明

細表における「貸付債権保全事業に係る返還金外」は、自己破産により貸

付債務が免責となり、かつ、すでに連合会へ当該債権の譲渡まで完了し

ている者から入金された任意弁済に係る額と、連合会から入金された亡

くなられた組合員に係るだんしん保険料の返還金の合計額で３１万３，

１９７円を計上しています。いずれも、一旦仮受けし、任意弁済に係る額
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は連合会へ、だんしん保険料の返還金は、当該ご遺族へそれぞれ支払う

ものであるため、経理処理上収入には計上しないものです。 

保健課長  次に令和元年度末における「貸付債権保全事業」の残高は、債務者４５

人に係る８８件の合計で、１億５，８７４万７，１７５円になります。前

年度と比べまして、１,３９１万３２４円減少をしています。債務者６人、

８件減少をしています。債務者４５人のうち、訴訟により判決が確定し

ているものの、返済に応じていないものが１７人、強制執行を含め、定期

的に返済が行われているものが２８人です。返済に応じていないものに

ついては、所在が分からないなどの複雑な事情もあることから、引き続

き当組合の顧問弁護士に相談をしながら回収に努めていく所存です。以

上でございます。 

 

須藤議員  はい。 

 

議  長  はい、他にございませんか。 

 

〔 「なし」の声あり 〕 

 

議  長  それでは、他にないようでございますので、以上で質疑を終結いたし

ます。 

これより採決をいたします。議案第１号「令和元年度決算の認定につい

て」、原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

〔 全員挙手 〕 

 

議  長  はい。挙手全員であります。よって、議案第１号「令和元年度決算の認

定について」は、原案のとおり認定することに、決しました。 

 

議  長  以上、附議をいたしました議案につきましては、慎重にご審議をいた

だきまして、可決をいただきました。厚く御礼を申し上げます。以上をも

って第１９３回組合会を閉会とさせていただきます。ご協力、誠にあり

がとうございました。 

 

 

 

閉 会 （時刻１４時０４分） 
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令和２年６月２２日調製 
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